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序論
19世紀のフランスは 「真実 らしさ」に憑かれた小説の時代であ り、いわゆるレア リスム文学の世
紀である。それぞれの作家によって描写の対象や方法が異なるにも拘わ らず、小説が当時の歴史的
現実に深 く根ざ し、それと同時 に当時の歴史 と社会 を解釈 し、読み解 くことができるのだ とい う強
烈 な意識に支えられていた という事実は明 らかである。 これ らの小説家たちが、ジ ャック ・デュボ
アの言葉を借 りれば、いわば、「現実の小説家(romanciersdur6el)」たちである。 自然主義 とい
う文学理論運動 の第一 人者 として知 られている19世紀 フランスの作家エ ミール 。ゾラ(Emile
Zola,1840-1902)はその中の一人である。彼の代表作であるrル ー ゴン ・マ ッカール叢書(Les
Rougon-Macquart)』(以下 『叢書』 と略記)が 、バルザ ックの 『人間喜劇』を意識 しながら書かれ
た作品であるのは周知のことである。本研究では、表題 に示 したように、文学理論家 としての ゾラ
の一面(多 くの場 合、 自然主義 と論 じられ る)よ り、「現実の小説家」 としてのゾラの一面 に注 目
する。現実 と表象 との結びつ き、言い換 えれば、表象による 「現実の再現」 という核心問題 を持つ
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ゾラの 「レア リスム」が、 この論文の主題である。具体的な考察対象はr叢 書』におけるパ リとし
た。
近年、 ゾラの レア リスム問題は ミメー シス と社会表象、小説 と社会表象、科学 とイデオ ロギー、
想像 と象徴、歴史 と認識、詩学 とイデオロギー、歴史 と階級意識、記号 と形成な どさまざまな言葉
で論 じられ、文学批評、言語学、美学、哲学、心理学、神話学、社会学などの視点か ら研究されて
きた。そ して、各アプローチの違いにより数 多 くの解釈が生 まれた。 ゾラの 「レア リスム」 とは、
あ る論者 にとっては、作品中に見られ る描写の特徴を意味 し、ある論者にとっては、当時のイデオ
ロギーの反映を意味する。また、別の論者 にとっては、当時の社会の分析を意味す る。
本研究は、現実 を客観的に表象するというレア リスムの旧来の意味 に着 目す ることにより、ゾラ
の表象の対象である現実 とはい ったい何 であるか という問題 を出発点 とする。多 くの先行研究は、
ゾラの表象の対象 を同時代の現実 と限定 し、それゆえに レア リスムの伝統理論であ るミメーシス、
いわゆる事物の外観を写す という意味での現実模倣 とい う点から、描写あるいは表現の諸形式 に注
意 を向けてきた。特に隠喩や象徴 というような表現に注意 を向けてお り、ゾラの作品における神話
的性格、いわゆるゾラの叙事詩詩人 とい う一面を強調 した。
しか し、小説家が同時代の現実 にこだわっている場合でさえ も、作品が創造 された時代 と物語に
語 られた時代 とは厳密に一致 しているわけではない。 ゾラのr叢 書』の場合がそ うである。r叢書』
の執筆開始は第二帝政の終わる頃一1869年であ り、最終巻である 『パスカル博士』の完成はすでに
第二帝政か ら遠ざか る1893年である。つ ま り、r叢書』は直前 の過去 を回顧する物語の枠組みであ
ると言える。そ して、その枠組みゆえに、『叢書』 には、当時の歴史が独 自の視点に基づいて形象
化されているように見える。
また、『叢 書』の副題 であ る 「第 二帝政下 におけ るあ る家族 の 自然的社会的歴 史(histoire
naturelleetsocialed'unefamillesousleSecondEmpire)」の中での 「histoire」とい う言葉に注 目し
たい。フランス語のhistoireとは、物語 と歴史 とい う二つの意味 を持つ。『叢 書』 には、二つの枝
分かれする方向性が存在する。一方はフ ィクションである一家族の物語を語 るとい う志 向であ り、
他方はその背景である第二帝政 という時代の歴史を語るという志向である。 ここで、時代 と社会を
その全体性 において表象 しようとするゾラに とって、表象の対象である現実 とは、過 ぎ去 ったばか
りの第二帝政 とい う歴史的現実に他な らない。では、第 二帝政期の経験者であるゾラは、第二帝政
の終わるころか ら書 き始めた 『叢書』では、同 じく第二帝政期の経験者たちで もある当時の読者に、
過 ぎ去ったご く身近な過去をどの ように語 っているのか、言い換えれば、フ ィクショソ としての一
家族の物語 と第二帝政 とい う歴史的現実を どの ように物語の中で整合させてい くのかが、ゾラの
「レア リスム」 に関す る一つの核心問題であると思われる。
歴 史家の表 象の対象が、「絶対的 に起 きた こと、絶対的に過去の人間行動、絶対的他者性 という
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三重の存在論」に基づ く歴史の結果 としての過去であるなら、 ゾラが 『叢書』で語 ったのは過 ぎ去
ったばか りの第二帝政であるか ら、第三者の歴史ではな く、 自分たちが体験 した歴史である。 この
場合、史料 を通 して、史料の証明によって再構成 された過去を歴史 とみなすのではない。現在 とい
う時点を歴史 と見 る、つま り現在を歴史の発展過程 として捉 えるという意味である。それゆえに、
『叢書』の登場人物や生活環境は,つ ねに歴史上の事件、あるいは歴史の作用によって生 じた現象
として表象 されている。 こうして、 ゾラの表象の対象であ る現実の二つの次元が存在するとい うこ
とは明 らかである。一方は現在直面 し、 目の前に事実 として現れているもの としての現実、いわゆ
る歴史の過程 としての現前の表象である。他方は同時に時代 と社会 をその全体件において捉 える、
生起 した過去の諸事件、歴史の作用 によって生 じた現象 としての現実、いわゆる歴史の結果 として
の過去の表象である。
レア リスム小説 では、物語の筋がある一定の時代の政治的 ・社会的コソテクス トの中に深 く組み
込 まれてい る。それはフィクシ ョンであ る限 り、媒介 としての物語を虚構化 しな くてはな らない。
出来事の存在論的地位 を前提 にしないのである。む しろ、虚構化された物語によって生み出される
意味効果、つまり出来事 の意味論的地位 を強調することとなる。それゆえに、本研究で問題 とする
のは、物語の真偽 を弁別す ることではな く、歴史的現実がフ ィクシ ョンとしての小説 で表象される
方法 という点 に帰する。 この課題を もって、ゾラの表象の対象であ る現実の二つの次元 とい う点を
明らかにする。一方では、歴 史の過程 としての現前の現実に 目を配 り、従来の レア リスム伝統であ
るミメーシス理論に基づいて、「現前の表象におけるレア リスム」 という問題を提起する。そ うし
て、先行研究を踏 まえた上 で、小説 におけ る現実描写を検討する。他方で、文学の中にあらためて
形象化された歴史(歴 史の結果 としての過去)と いう点に注 目する。 「過去の表象における レア リ
スム」 とい う問題を提起 し、小説 における歴史叙述 を論 じる。その結果、 レア リスム小説 と歴史学
の表記法の間の関連 をさまざまな側面か ら捉え、 ゾラの 「レア リスム」に関する新 しい解釈の可能
性 を領域横断的に考察す ることを試みる。
本研究は、現実 と表象 との結びつ きを問題点 とし、以下の三つの問いを定式化 した。一・つ 目は、
表象 しようとす る現実 とは何か、すなわち表象の対象 とい う点である。二つ 目は、現実をいかに言
語 という手段 を通 じて表象で きるのか、すなわち表象の仕方 とい う点である。三つ 目は、言語 とい
う手段を通 じて表象された現実 とは何か、すなわち結果 としての表象の形態 とい う点である。
現前の表象 とい う問題系の もとにおかれ、現前の現実を 「視覚像 としてのパ リ」 と結び合わせる
第一部 と、過去の表象 という問題系のもとにおかれ、過去の現実を 「記憶像 としてのパ リ」 と結び
合わせる第二部では、表象の対象の検討を行った。 これに対 して、第三部は、 ゾラの表象の仕方 と
表象の形態の考察を行 った。そ して、最終章 で、全体の考 察を踏 まえた上で、Image-R6alismeと
い う概念 を提案 した。
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第一部 「視覚像 と してのパ リ」
第二帝政の十八年 間で、近代化が もた らす社会の変容がさまざまな領域で人 々に感 じとられるよ
うになって くる。そのことを最 もよく目に見える形で示 したのが、近代都市パ リの誕生である。第
一部 「視覚像 としてのパ リ」では、都市観察者 としてのゾラの一面に注 目した。 ゾラが 『叢書』に
おいて、いかに近代都市パ リの誕生を見事 に描 き出 しているのかを呈示するために、都市空間内の
い くつかの場所あ るいは空間に焦点を当てて、作品でより具体的に描かれているパ リ像 とそれが持
つ意味を纏めた。 さらに、空間の変容その ものの中に近代性 を析 出することを試みた。
都市空間の形態は二通 りに分類され る。一一方は人間の視覚対象 として、各々の場所 というような
物質的な存在か ら形成された物的世界 としての地理空間であ り、他方は、人間の行動す る場、つま
り容器 としての空間でもある。以上の考 えに従って、以下三つの課題を設定 した。
1.パ リの地理的変容を理解するために、前景 としての場所、つま り、人間の視覚対象 としての
都市の地理空間 を構成する各要素に着 目し、その部分か ら集積 した全体 を見 る。
2.都市内部の階級関係の変化を明 らかにするために、後景 としての場所、つま り、人間の視覚
対象 としての都市空間 と社会的諸集団のかかわ りに着 目し、都市空間の背後に隠 された社会空
間を見 る。
3.近代都市の特徴を纏め るために、前景 としての空間、つま り、当時の都市空間の特徴 とその
社会的意味を分析する。
第一章 「都市空間の構造」では、都市の形態の分析において しば しば用いられるい くつかの要素、
つま り、都市空間を構成する 「市街 と広場」、「地域」、「建物」および 「公園」 という四つの面か ら、
パ リ大改造によ り新 し く生まれ変わったパ リの空間構造を検討 した。 これ らのすべては、過去 との
断絶から生まれて きたパ リの新 しさとい う 「近代性」の一面を表す。
都市空間の変容 に伴い、社会階級関係 も変化する。第二章 「空間形態 における社会階級の分離 と
混合」では、都市空間 と社会的諸集団のかかわ りに着 目し、各物語で主人公たちの 「居住地区」(第
一節)の 変遷 と、そこに登場するさまざまな 「盛 り場」(第二節)の 分析 を通 して、ゾラのい う 「五
つの社会空間」の一面 を提示 した。 それ と同時に、「居住地 区」の分離 による社会階級の自我意識
の強化 と、「盛 り場」による 「流動す る社会」 とい う二つの面か ら、「近代性」について検討 した。
「近代件」は経済の体系において も観察 される。機械化、 もしくは産業化によって、第二帝政下
のフラソスにはかつてない物質的繁栄が もた らされた。パ リは商品 とい う物神が至高の もの として
君臨す るスペ クタクル としての空間 となった。近代的経済の体系が形成されるとともに、新 しい都
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市空間に新 しい社会的諸現象が生 まれた。第三章 「新 しい都市空間」では、主に都市空間の持つ特
徴(ス ペクタクル)、および近代的経済 の体系が もた らした近代社会の特質 を検討 した。例 えば、
近代商業の躍進 を示 した百貨店の発展による消費生活の始ま りや、新 しい資本である貨幣による近
代経済社会の形成、さらに交通機関の発達による余暇を楽 しむ慣習行動の成立な どの新 しい社会諸
現象が 『ボヌール ・デ ・ダーム百貨店』や 『金』や 『獣人』な どの物語 において見事に表象 されて
いる。
以上、第一部では、パ リ大改造 による都市空間における視覚的変容 と、それに伴 う社会的諸現象
の変容 といった ような現前の現実を析 出することによって、「近代件」 と結 びついた特権的場所が
浮かび上がる。百貨店、銀行、証券取引所そ して鉄道駅 な ど一これ らはすべて 「近代性」 と結びつ
いた特権的空間を構成 している場所 である。
第二部 「記ll意像 と しての パ リ」
時間をかけて形成 された都市は、ただそ こに住む人々の 目で確認 されるものだけではな く、そこ
に住む人々の記憶 に残 り、 また人々の記憶 をつ くるとい う役に も立つ ものである。第二部 「記憶像
としてのパ リ」では、後景 としての空間、つま り記憶像 としてのパ リを探 るために、以下の二つの
課題を設定 した。
1外 界の影響で、都市形態の変化が人 々の記憶にどの ような影響 を与えるのか、そこか ら蘇る
記憶は どのような様態で現れ るのか とい う問題意識の もとに、空間から読み とれる歴史上の出
来事 とい う視点を取 り上げる。
2都 市空間を作 る主体である人間 とその行動は、歴史の形成過程の展開に どの ような影響を与
えるのか、歴史の形成 とどの ように関連 しているのか とい う問題意識の もとに、記憶をつ くる
場 とい う視点を取 り上げる。
第一章 「知 られざる場」 とい う表題の もとに、物語の中に場所を契機 として蘇 る個人的記憶、あ
るいは集合的記憶 に基づ く1851年のクーデタと1871年のパ リ・コミューンという二つ歴史上の出来
事への言及を考察 した。第一節 「記憶 され る場」では、第三巻のrパ リの胃袋』の冒頭に見出され
る1851年のクーデタという歴史上の出来事 と、その波紋への言及を具体的な分析の対象 とし、個人
的記憶 による場所の経験 と、歴史上の出来事の間の相互関係 に焦点を当てて検討 した。
『叢書』は否応な く大団円としてのパ リ ・コミューンへ と向かうべ く宿命づけられていたか ら、
各巻にそれに関する直接の言及のほかに、間接の言及 も見出され る。ウ ィル ソンは 『パ リの 胃袋』
におけるパ リ ・コミューンの二つ重要な場所(1echemindeCourbevoieとNeuilly)への言及な ど
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の分析 を通 して、作中に1871年のパ リ ・コミューソとい う歴史事件への潜在的な言及があると指摘
する。また、『愛の一ページ』 におけるパ リのパ ノラマは集合的記憶を引 き起 こす契機であると主
張す る。第二節 「忘却 される場」では、まずウ ィルソンの指摘 したい くつかの重要な場所の持つ役
割を再確認 した。次に、パ リ ・コミュー ンを主題 とする第十九巻の 『壊滅』での言及 と比べなが ら、
その間の類似性を指摘 した。 さらに、『叢書』 のほかの物語の中にパ リ ・コミューソへの潜在的な
言及を見出 した。
分析の結果か ら見ると、クールブヴ ォワ、ヌイイ、パ ッシー、 トロカデロ、パソテオン、サン ・
ジャヅク塔、ヴァソ ドームの広場の円塔な どは、いずれも、物語が展開する舞台の一部分、あるい
は主人公たちの眺望す る対象である。 しか し同時に、 これ らの場所 は当時の読者に とって、過 ぎ去
ったばか りのパ リ ・コミューソ とい う歴史上の出来事に関す る記憶 を喚起するはずの、特定の地名
群である。 これ らの場所への言及によって、そ こに込め られた歴史上の出来事が読み とれる。つま
り、パ リという都市空間は、一方では主人公たちの個人の生活空間であ り、他方では歴史上の出来
事が起 こった空間で もある。一家族の活動や生活を通 して第二帝政の社会を描 こうとしたゾラが、
『叢書』では個人の生活空間を歴史上の出来事の空間 と重ねあわせ、あるいは社会的歴史 を一家族
の生活空間の中に配置するとい う手法を使 って、歴史上の出来事 に関する言及を実現 したわけであ
る。一見す るとパ リ・コミューソとい う主題 と関わ らないい くつかの物語には、集合的記憶 を引き
起 こす場所への言及を通 して、歴史上の出来事に関する言及を実現するのである。
第二帝政期 において、「記念物」(第一節)の 建造 と修復のブームの出現、そ して記念祝典の増加
による 「祭典行列」(第二節)の 世俗化は、首都パ リに、機能主義的であ ると同時 に祝祭的雰囲気
をあたえた。パ リとい う都市空間に、記念 という名の集合的記憶 が急速に成長 していった。第二章
「記憶 をつ くる場」では、恒常的に記念空間化 されつつあるパ リの都市空間に注 目した。これ らの
すべては、権 力側がいまの栄光を思い出として保存 し、集合的記憶 を形成するために実施 した一つ
のイデオロギー教育 とも言 える。パ リは第二帝政の栄光のあ りようを映 し出す場である。記憶が場
所 と結 びついていた ことか ら、第三節では 「都市空間 と記憶の断片化」 とい う視点か ら、パ リの大
改造、またはパ リ 。コミューソの破壊 がもた らした住民の記憶の空洞化 とい う点を検討 した。分析
の結果 から見ると、破壊 された地区は、地理空間か らも人び との記憶からも消滅する。その代わ り
に、そ こに建 てられた新 しい建造物がすでに新 しい記憶をひ き起 こし、別の行為 と別の態度 を準備
するのである。場所が記憶 を保存す る役割のほかに、記憶 をつ くる役割 も持つ。それゆえに、場所
から蘇 るのは、過去の出来事を単に保存する能力としての、本来的な個人的あるいは集合的記憶だ
けではない。現在のイデオロギーを意図的に保存するためにつ くられる集合的記憶がそれに含まれ
る。 この集合的記憶は、破壊 による再構成を通 して機能 している。
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第 三 部rlmage-Realisme」
第一部 と第二部では、 ともに、『叢書』 においてゾラの表象の対象であ る現実 とは何かをみてき
た。それは、一方では視覚像に基づ く地理的および社会的現実、いわゆる歴史の過程 としての現前
の現実である。他方では、記憶像 に基づ く歴史的現実、いわゆる歴史の結果 としての過去の現実で
ある。第三部では、現実を言語 とい う手段を通 じていかに表象できるのか、言語 とい う手段 を通 じ
て表象された現実は どのような形態で現れ るのかとい う問題、つまりゾラの表象の仕方 と、その結
果 としての表象の形態を探 ることを 目的 とした。そのために、「現前の表象における レア リスム」
と 「過去の表象 におけるレア リスム」 と題 したそれぞれの章において、小説における現実描写 と歴
史叙述 とい う二つの問題を検討 した。
現実 とは、何 よりもまず現前当面 している、「実在的な もの」(ler6el)を指す。その とき、現前
の表象 とい うのは、眼前に供 される空間における視覚的なものを対象 とし、その対象を観察するこ
とか ら始 まる。つま り、誰が、何を どの ように見てい るのかが問題点 となる。「観察者の系譜」 と
いう第一・節の考察に基づいて、ゾラの 「小説 における現実描写」の特徴 に関 しては、以下の事柄を
明らかにした。
1・厂記録空間」 における観察者 の視点の形成。正確厳密な資料 に裏付け られ る語 り手の叙述 と
主人公たちの客観的観察による描写は、ゾラの 「記録空間」の成 り立つ条件である。「記録空
間」 において、主人公たちが外側か ら見ている語 り手の ように、自ら見るという主観的な行為
を自覚 しているゆえに、観察者 となる。
2.劇空間における観察者の視点の変容。 スペクタクル としてのパ リとい う都市空間は、見る対
象物であ ると同時に、見世物である。それゆえに、視覚 によって知覚された現実の ように見え
るパ リという都市空間は同時に 「人 目を欺 く夢幻劇」 の舞 台で もある。劇空間における遊歩者
は見る対象に支配される。そこか ら何かを見出そ うという能動的な存在がな くな り、何か与え
られるものを受け入れ消費するという受動的な存在 とな る。
3.体験空間における観察者の視点の変容。時間の経過 とともに観察者である主人公たちが体験
者 となる。 見る主体の能動的な働 きかけにより、対象物は見る主体の中で絶 えざる変形の影響
を受け、変化 してい く。そこにあ らわれる風景は主人公たちの内面風景 となる。 または、記憶
の働 きにより、現前の空間に身 を置 きなが ら、観察者であ る主人公たちが追憶者 となる。
以上のように、『叢書』では、ゾラは語 り手 と主人公の眼差 しを通 して、パ リを描いたのである。
さらに、主人公 を観察者 と体験者のはざまに置 き、その各々の視線 にそ って、パ リという都市空間
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がさまざまな様相 を現す ことを示 した。ゾラは常に主人公たちを未知の世界に投げ入れ、知識 を持
つ案内者をときどき登場させ、あるいは主人公 自体をある領域の専門家 と設定する。 そこから生 じ
る描写 とは、観察者の立場か らの客観的な描写、つ まり、現前 に供 され る対象 を観察 し、あ るがま
まに記録するに止まる描写である。細部描写か ら始 まる情景描写によって、テクス トの空間が 「記
録空間」であるように見える。それはいわゆる記録小説 の特徴 であ る。『叢書』の読解においてま
ず感ずるのは、この点である。しか し、パ リとい う都市空間は見せ掛けの劇空間の側面 を持つため、
そ こか ら蘇 るものは消費するために作 られた見せ掛けの像に他ならない。加 えて、主人公たちがそ
の場所での滞在時間の流れにそって、いろいろな事件の発生によって、心理変化が生 じ、そこから
体験者の内面風景の描写が多 くなる。または、記憶の働 きにより、現前の空間に身を置 きなが ら、
追憶者 となる。そ こに現れる風景は記憶の中で経験 された ものであ り、観念的な対象である。ゾラ
の叙事詩詩人 とい う一面が従来強調 されて きたのは、内面風景を描 く際 に使われた奔放かつダイナ
ミックな隠喩や象徴な どの表象の諸形式の誇張 とい う点に由来する。 しか し、ゾラは当時の社会全
体を描 こうと強 く意識 しながら創作 したのであ り、 とりわけ 『叢書』ではパ リをより具体的に描い
ているように思われる。物語において、パ リという都市空間は複数の視覚によって描かれたそれぞ
れの ものの像の集合である。「記録空間」における都市の原像、劇空間 におけ る見せ掛け像、いず
れも可視的外部の領域 に属する。 そ して、「体験空間」におけ る投影像は、可視的外部の領域か ら
抽象的内部の領域へ と変わる一つの結果である。
ゾラが 『叢書』で語 った第二帝政は、当時の読者にとってご く身近な過去 であ り、当時まだ生 き
ている人々の記憶 になまなま しく感 じられ る歴史である。第二章 「過去の表象におけるレア リスム」
では、 まず第三巻の 『パ リの 胃袋』 と第十九巻の 『壊滅』を中心に、「記憶 と語 り」 の問題 を論 じ
なが ら、個人的記憶 の語 りと歴史上の出来事の叙述の間にある関連性 を提示 した。歴史上の出来事
は、二つの物語の中で、 ともに事件に遭遇 した人間が経験するか ぎりにおいて描かれる。ゾラは語
り手による全体像の眺望 とい う視点を取 る。そしてそこに出来事の経験者 を登場させ、彼 ら自らに
語 らせるとい う形 をとる。
第二節 「記憶の働 き」では、歴史の主体、記憶の主体そ して語 りの主体 という三者の間の衝突 と
い う問題点に焦点を当てた。『叢書』 に提示 されているのは一人または多数の民衆の個人的記憶で
ある。 ゾラは歴史の主体を匿名の個人や群衆の中に埋没させ、 目の前でつ くられつつある歴史を提
示 し、大文字の歴史に対 して無名の人 々の記憶 を掘 り起 こして公共化する。 これによって、歴史を
形象化 しようとい う行為は匿名の個人や群衆を復権 させることに貢献 するのである。その時、個人
的記憶は社会がた どる歴史の過程の証人 となる。集合的記憶の歴史における働 きに関 しては、ポー
ル ・リクールの主張 に同意する。つま り、「記憶が歴史の母胎であ り、歴史の対象であ り、そ して、
歴史 に教え られるもので もある」。
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第三節 「小説における歴史叙述」では、 ゾラがr叢 書』の中でいかに歴史上の出来事を表象する
か とい う点をめ ぐって考察 した。 ゾラが 目指すのは社会的歴 史であるか ら、つ くられつつある歴史
の過程 に注 目し、そのプロセスを架空の人物の意思 と行動によって形象化 しようとする。そこでは
歴史上の出来事が、二つの異なる語 り方 によって成立させ られる。一つには、語 り手が歴史の流れ
の外へ出て、 自分を言わば神の位置 に置 き、歴史の全体 を一挙に俯瞰 し、歴史の過去 としての結果
を叙述する。 いわゆ る記録文書 としての歴史の提示である。 もう一つは、歴史の過程 とされ る個人
の経験が、語 り手あるいは作中人物の語 りを通 して、劇的で生 き生 きとして語 られている。いわゆ
る物語 としての歴史の提示である。物語の中に歴史上の出来事 を書 き込むために用いる手法に関 し
て、ゾラはただ架空 の出来事を歴史の事実であ るかのように編年体で記述するだけではない。場所
を示す地名の使用によって、そ して場所 に関す る描写に よって、「記憶 と一体化 した歴史」のほか
に、「教え られ る歴史」を も提示 を施 した。場所 を契機 として蘇 った作中人物の記憶 は、歴史の過
程 としての現在、つ まり過去における現在 として提示 される。ゾラは過去の事象を現代人にわか り
やす く筋道を立てて叙述する代わ りに、当時の経験者の記憶に よって断片化するという戦略を取 っ
た。 その結果、当時の歴史上の出来事 を個人、あるいは一家族の歴史の もとに配置することに成功
した。加えて、現前の空間 を描写することによって、 見せるために作 られつつある歴史を提示する
ことにも成功 した。
ベルクソンは、その著書 『物質 と記憶』の中で、知覚 と記憶 とが交差す るところに、「イマージ
ュ」 という中心的な観念 を見出 した。彼 にとって、イマージュは事物 と表象の中間にある存在であ
る。 この提唱は、現実 と表象 との結 びつきとい う核心問題を持つレア リスムの理解に手係 りを与 え
る。第三章rlmage-R6alisme」では、 ゾラの 「レア リスム」の特徴を明示す るために、まずは媒
介 として導入するイマージュ(image)という言葉の定義か ら論を始めた。 フラソス語のイマージ
ュ(image)とい う言葉 は、LeRobert大辞書(1985)によると、い くつかの定義がある。概観す
ると、映像、画像や写像などの事物 、そ して、象徴や比喩、また知覚や印象によって心に浮かぶ心
象や表象、残像、記憶像を意味す る。指示対象、形成過程お よび表示形態のいずれ においても、二
重化 という特微 がみ られる。
1.指示対象。実存的な事物の反映像 として存在するイマージュと、実存的な事物が持つ象徴的
あるいは概念的な反映像 としてのイマージュとを区別することができる。
2.形成過程。 インプッ トとアウ トプッ トの過程において、知覚対象は視覚像 と記憶像の属す る
程度の差異 という点に還元され る。加 えて、アウ トプ ットす るときに、つま り表象する段階に
おいて、二つの レベルに分かれる。一つは、原物の存在を強調するために、原物を模倣するも
の、つま り、その視覚像を忠実に模 し、事物の外貌 を写 すことを通 じて、一つの現存を呈示す
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る。 もう一つは、自分の認識 を加 えるために、記憶像 を忠実に模 し、過 ぎ去 った ものの不在を
ここに実物 として在 るかのごとく在 らしめることである。前者は知覚表象 における現前の提示
であ り、後者は記憶表象における過去の提示である。
3.表示形態。一方は外部で知覚可能な形式 として存在す る視覚像である。他方は、人の内部で
知覚可能な形式 として存在する記憶像である。
前二部 と第三部の前二章 による分析 と考察の結果に基づいて、以下の事柄が判 明 した。
1.表象の対象。 ゾラが 目指すのは、実存的な事物の反映像 として存在す るパ リとい う都市空間
の地理的現実 と、それが持つ象徴的な反映像 として存在する社会的お よび歴史的現実 とい う多
重 の現実である。(ここでいう実存 としての現実 と、象徴 としての現実は、イマー ジュの指示
対象の二重化 と対応する)。
2.表象の仕方。「見 られる場所」 としてのパ リという都市空間は、現前の表象において現存す
るもの として、可視的な観察対象であ る。「語 られ る場所」 としてのパ リとい う都市空間は、
歴史の舞台、あるいは歴史の創造物 として、過去の表 象において当時の人々の記憶 か ら蘇 るの
である。描写 され、「見 られる場所」 としての都市空間は、物語(時 間)の 経過 に したがって
「語 られる場所」 となる。そ して、記憶 か ら蘇 るのは過去についての現在であ るか ら、「語 ら
れる場所」 としての都市空間は、記憶において再び見 られ、描写 される。視覚的刺激 に促 され
て知覚的現在を描写 すること(観 察文)は 、知覚表象の結果である。想起に促されて 「過 ぎ去
った知覚的現在」 について語 るこ と(物語文)は 、記憶表象によるものである。現前の現実を
観察 とい う知覚力が表象 し、過去の現実を記憶 力が表象する。(知覚による現前の提示 と記憶
による過去の提示、 これはイマー ジュの表象形式 における二重化 と対応す る)。
3.表象の形態。歴史の過程 としての現前の現実を、知覚表象による視覚像(都 市の原像、見せ
掛け像、投影像)と いう形態 に帰 し、歴史の過程 としての過去の現実 を、記憶表象に よる記憶
像(個 人的記憶像 と集合的記憶像)と いう形態 に帰す る。(表象された現実の状態 もイマージ
ュの二重化状態 と一致 させるわけである)。
以上のように、 ゾラの表象の対象 と表象の仕方において、イマージュの二重化 という特徴が見 られ
る。表象の形態においては、イマージュが多義的、多面的に機能 している。表象の対象、表象の仕
方お よび表象の形態のいずれにおいて も、イマージュを中心的媒介 とした、ゾラに特有の 「レア リ
スム」の手法 というものを指摘できるのではないか。 これをImage-R6alismeという概 念で示 した
い。
加えて、歴史の過程 としての現在に重点を置いて、ゾラは現前の表象においては視覚 とい う知覚表
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象を使用 し、過去の現在を再現するためには記憶表象を用いた。視覚による現前の表象は、現在に
ついての断片的な ものから構成 される。 これらの断片が現実の様 々な瞬間の反映であ り、現実の多
層性を表 している。それに対 して、記憶 による過去の表象は、過去の現在についての断片的な もの
か ら構成される。これ らの断片の配置によって、唯一な る歴史的事実が成立するのではな く、多数
の可能性を持つ歴史の空間が現れる。パ リという空間がそれらのイマージュを映 し出す鏡 であると
同時に、それ らのイマージュが保持 されているものの しるしで もある。
Image-R6alismeは、歴史の過程 としての現在 と歴史の結果 としての過去、すなわち 目によって
確認された現前の表象の断片 と、記憶 によって認識された過去の表象の断片の配列 によって、唯一
なる事実 よりも多数の可能性 を持つ現実を志向する。 この ようにして、ゾラの 「レア リスム」 にお
いては、現前の世界 と過去の世界の往復運動は、一つの 「実験場」 となる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、19世紀フラソスの作家エ ミール ・ゾラの小説作品における現実表象の方法を再検討 し、
もってゾラの レア リスムの手法 に新たな解釈を加えようとするものである。
従来、ゾラの レア リスムに関 しては、人物の造形、心理描写、想像力 と幻想、精神 分析、言語学、
神話学、社会学等の視点か ら評価が為されてきた。本論文は、それらの先行研究を踏まえた うえで、
とくに レア リスム小説 と歴史家の叙述の関連 とい う視点か ら、現実表象の方法を領域横断的 に考察
しようとす るものである。
具体的には、 ゾラの小説 『ルーゴン ・マ ッカール叢書』全20巻を通 して、そこに頻繁に見られ る
「近代都市パ リ」の描写を分析 し、歴史的背景 と、虚構 としての作品 との関連 を探 ろうとす る。 ゾ
ラの作品を歴史的、社会的見地か ら解釈する従来の試みにおいては、その対象が特定の作品に限 ら
れてきたのに対 して、本論文の斬新さは、(一)『ルー ゴン ・マ ッカール叢書』の全巻にわたって、
パ リの描写を対象 として、 レア リスム小説の叙述 と歴史家の叙述の比較検討 とい う視点か ら、作品
世界を丹念 に精査 し整理 した点、及び(二)前 記の整理 をもとに、「イマー ジュ」 という概念を契
機 として考察を加 えることにより、ゾラの表象の二極構造を明らかに して レア リスムの新たな解釈
の可能性を提示 した点にある。
第一部及び第二部では、ゾラの時代観察者 という面に着 目して、19世紀パ リの都市改造に関する
種 々の文献を渉猟 した うえで、『ルーゴン ・マ ヅカール叢書』の中に記述 される都市像 を丹念に整
理分類 し、虚構の中に現実の反映を読み取ることによって、描写の二面性を際立たせ ようと試み る
とともに、ゾラが暗示 とい う手法によって同時代人の独 自の記憶に訴えようとした意図 と効果を明
らかに しようと試みている。第三部では、以上の分析で明 らかになった空間描写の二面性に基づい
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て、 ゾラにおけ る表 象の二極構造 を、 イマー ジュの二重性 との比較で考察 する ことによ り、「1-
mage-R6alisme」とい う斬新な解釈を提示 してい る。
「近代」等の歴 史的概念の捉え方や、「イマージュ」に関す るベルクソソ理論の援用等 について、
より説得力のある議論構成のために更なる考察の余地があるとはいえ、時代観察者 としてのゾラと
い う側面か らその大作 を隅 々まで丹念 に分析 して分類 ・整理 した点と、それに基づ く二極構造の分
析によって レア リスムを新たな視点か ら捉 えようとする見地は高 く評価できる。その成果 は、筆者
が自立 して研究活動 を行 うに必要な高度の研究能力 と学識を有することを示す ものである。よって、
本論文は、博士(国 際文化)の 学位論文 として合格 と認める。
一44一
